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1. 型枠内部に

　芯材設置

2. コンクリート

　　注入

3. 上部型枠

　　取付

4. コンクリート　

注入

Strength

 Low CO₂ Emissions

 Shape & Performance

　　プレ載荷試験を行った結果， 20℃水中 14 日

　養生では強度発現が不足し， 40℃水中 14 日

　養生では過剰であった。

本番では 40℃7 日 +20℃7 日のハイブリッド

養生を採用し， 50N/mm²のニアピンに挑む。

　　多量の CO₂を排出するセメントを用いず， 高炉ス

　ラグ微粉末とシリカフュームに代替することで， エコ

コンクリートを作製した。 調合の結果， 通常コンクリー

トの約 1/7 まで排出量を低減することに成功した。

　　重量 ・ 加工性 ・ コンクリートとの付着性の観点で芯材を選定

　し， 紙粘土を採用した。

　型枠には， 直径 20cm のプラスチック製半球容器を使用し，

2 つ組み合わせることで球状を再現した。


